



本稿は，先lこ した I11路澄子略伝<戦前・戦中篇1i)の続きを 1< >_Iと題して述
るものである〕





















たかゐ 9 「内藤さ とは鹿児島婦人連絡協議会会長の内藤ふゆ子， I藤武さんJ
の藤武五百子である。



















tj 重要であろう οy } 十霊的な反応、を示さなかっ各
ではわミブ)(_ .g ム凶を冒演することであ忍から悪い qを買うことはその
めつがそれで、も:品目 5?i.‘そうし 2う同時期の鹿沼島県の調査ではこれより
カL，，.tユ{ふれだりの発言買に関するより少し前の秋山県の



































































































































婦人会ーでは当時 9 シベリア抑留者の帰還援助をしていた。 1一人 円運和といっ、てヲ会員人
が-fT[を拠出する。それで舞鶴港などに到着した人々の帰郷費用その他の援助をしていたそうであ

















































































































































































? 国会に伊藤修等5名の /_{~ これも国i(め
は衆議院に提伯したが会期
翌1954





の法案はすごに 4目提出されて4回とも流れていた。最初jの政府提案から丸 7年r-l， 5回自の提出
とあっ仁提案者"賛成派は今度ーこそという意気込みであったし?この時期，全国的に
の操りよがりに達した感もあり，今国会では成立かとの期待が一人きか





了と Lて葬り去られる“防のあたらなし に終わる きい。|と
われている頃 7月日日，鹿児島では「鹿児 ';:I' 1足
女性[1[体だ会 lが結成され弘澄子が委員長に選ばれた。副委員長は羽牟応輔県PTA









































































































丸山学芸図書リ989切 12)υ 初出はおんなの歴芳郎J[rかごしま e くる
~第55号(1982・9~ 1988・9ノ『みなみの手 I!J占
吉井手r子?桜庫、おごじよ一女たちの夜明け 』春苑堂書)15(1993刷、4 







4 )には l労働省婦? ??
である。りでヲ
(/)藤原発言。なおヲ1955・5・(官報3 虫
では I I土昨年 9とあるp ( p 254， は 110月!言(注3)には藤原氏の
となってし、る。りまして」nに佐irz







































ドメス出版 (1978温 8)所il:x.第 i巻j『日本婦人問題資料集成人議員間誕生j1行
? ?
???中の一本杉 rhJl1 出は1953' 12)。市J1房枝[売春防止法の制定前後」
川房枝j新宿書房(1981・10)所収(初出は1980，1)。児玉勝子
1985・6)。その他参照。
(注18) にも収められている。第 1巻J5月10臼11日付の朝日新聞は『日本婦人問題資料集成[0 
らみて， 19;C5 内日付はないについてJ。「日公元事件』その後の宮崎たかゐ資料20 
ると『松元事件』の調査に関する室の体制繋備についてjら月11日1>J
一種かと忠われる。長(当時局長は 2代自の藤田たき)からの依頼に対する省婦
人団体連盟鹿足では 15月11EL 芳前掲菩(注3) (注20) による。な声;崎たかゐ三1









と( TJ138) に， 一人一円運動をしたJでは，
この運動はj;J、前から行なわれており，



















27 Fo釘汀本新聞 1953・1 ・60 
28 南日本新聞 1955. 0 25。宮崎たかゐ
29 市1 の教えるもの! )1 初出は1955. 6) 0 
おタ児T には r7 f110日フ現地に向かったJ (p とあるが?これは誤りであ
ろう。
30 i有日 1955・6・40 
!とすみなど，細かし A点では
を南u し上1955 . 6・4。西日
ぎ|西日アド新聞では[午 していない事1長も多
し
自については芳前掲書(注3)を れたい。なお， 1可書269ページに 4日lとあ




33 日新聞 1955也 Soil 。
(注8)の
11%校 l 出から否決されるまで l 市川 所収{初出は
1.955 8 ) 
36 から出さすし とあるが宮
「日 によれば， は「伊藤1乞 ヲ 只
:成タ の5名である。
:37 南日 同i 1955・6' 198 
38 鹿児 1957" 1 ・30 
39 f日 第 1 (i主18)
，jO A 成第 1巻jには，同四日 を スる朝日 も採j表芦
れといる 日付が 1-7月[iJ ( p 660) とあるのは明らかに 日Jの誤植と思われる{、 IJ書
議ラ択の初出 E 出典 A 覧では 1- 月20日|である。芳前掲書(注3) とも 1 PJ 2日) ( p と
なって'.，、るが，これも同様の誤りであろう。
41 注3S) に!司じ。
12 I 可 I~. ~ 
43 と。















前橋く の 14J ，澄子氏ご夫君山 欧亜局 を述べ t~-fl)/jJ-い 部誤
りがありましたのマ訂正いたします。
43ベー ジー Fから 2行汗に 第二 とあるのを i iこ， 14ページ「か勺 1]1j' 
百の[ の第二読長jを Jに，それやれ訂正します。
は1934(昭和 9)年からお(昭和13)年まマ欧軍局に勤めておられましたが号第 課長にな
られたのは1936(昭和11) 年 9月のことで、ありヲ 34年の帰国時に[欧亜局第三課長Jマあうたよう
の「日独!汚
りでした。ただしイCI~事の内容に悶しては本文に記した通りで， 36年11月
の際には第二課長でした。
日:)(ぬて関係各位におわlf¥，ミたします。
なお，この件については，南日本新聞社の宮下正昭氏から
あっくお礼申し仁げまオ。
184 -
}、
ド」 をい/こだきました。
